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Shirouzu，1990のヒト感染の第一例
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要旨

横浜市在住の39才男性に，Djp/zyZZo6ot/L伽ｍｏｒｃ伽HatsushikaandShirouzu，1990と思

われる条虫の感染が認められた。症例は1988年３月初旬に２回，条虫ストロビラの自然排出を繰り

返した後，同月１０日虫体の一部が肛門より排出したため，横浜中央病院を緊急受診し，主治医によ

り約80cmの条虫ストロビラが取り出された。ストロビラは全て受胎片節で，縦径に比して横径が著

しく長く（縦径：横径の比は１：17-22)，その最大幅は22mmであった。生殖口周辺には，これを取

り囲むように無数の小乳頭がサンゴ状に配列していた。各受胎片節の子宮には４－６のループがあ

り，各ループ問の子宮は各々側方に水平に伸展し，ほぼ平行に走行していた。また陰茎嚢，貯精嚢

は細長く，ほぼ水平位に接続していた。虫卵は楕円形で，長径は61.2-79.Ｌｕ、（平均68.6ｌｕｍ)，

短径464-5Ｍ,uｍ（平均５０５１(ｚｍ）の大きさで，小蓋を有しており，卵殻表面に全周にわたり微

小な点刻が散在した。

以上の特徴，とりわけ虫卵の形態，受胎片節幅，片節の縦径：横径比，子宮ループ数と子宮の走

行状態，陰茎嚢と貯精嚢の接続状態等の観察結果は，HatsushikaandShirouzu（1990）により

報告された，シャチより得られたDjp/DyZZo6o〃ｍｍｏ７ｃ伽の観測結果と極めて一致しており，
本症例の裂頭条虫はＤ・o7cmtのヒト感染第一例であると考えられる。

Keywords：海洋性裂頭条虫，Dip/zyZZo6ot/ｚｍＬｍｏ７ｃ伽，条虫症

症例

患者は，横浜市在住の39才日本人男性

はじめに

日本人のように海産，淡水産を問わず各種の魚類を刺

身として生食することを好む民族では，これら魚類によ

りヒトを終宿主とする寄生虫に感染すると共に，本来は

海洋性哺乳動物を終宿主としている色々な寄生虫の感染

を時々引き起こすことは良く知られている。

ヒトに寄生する裂頭条虫としては，日本では古くより

広節裂頭条虫（Djp/MZo6otMumZatum）が良く知

られているが，最近この条虫についての分類学的再検討

が試みられ（ＹａｍａｎｅｅｔａＺ.，1986)，さらに数種類の

海洋U性裂頭条虫の人体寄生例も知られるようになってき

た。

今回，われわれは，HatsushikaandShirouzu

(1990）がサカマタ（シャチ）より完全虫体を回収し，

Dip/zyZZo6ot/z伽mo7cmiHatushikaandShiro-

uzu，1990と新種記載した寄生虫と，形態学的特徴が類

似する裂頭条虫の人体寄生例を経験したので,Ｄ・ｏ７ｃｍｉ

の人体寄生第１例目として報告する。

患者は，横浜市在住の39才日本人男性（不動産業者）

で，肉や魚類の生食を好み，当時は週４回程度の割合で，

各種魚類（種類は不明）の刺身を食べていたとのことで

ある。1988年３月初旬２回にわたり条虫ストロビラを排

便時に自然排出した。同月10日には，虫体の一部が約２０

cm程肛門から出てきたために，社会保険横浜中央病院を

緊急受診し，外来担当医より約80cmの虫体を用手的に摘

出してもらった。しかし，摘出虫体中には頭節は確認出

来なかった。また，この時には薬剤投与は受けなかった。

帰宅後，さらに同程度の長さの虫体を自然排出したが，

トイレに流したとのことである。同月29日，駆虫目的で

入院し，ビチオノール2,100mgの投与を受けたものの虫

体駆出はなく，糞便検査でも虫卵は認められず，自然排

泄されたものと考えられた。駆虫剤投与前後の血液一般・

血液化学検査では異常所見は認められなかった。３月１０

日に病院で肛門から摘出されたストロビラは１０％ホルマ

リン液で固定され，その保存虫体の一部が1989年４月に

横浜市立大学医学部寄生虫学教室に同定目的で持ち込ま

れた。横浜市立大学医学部寄生虫学教室
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し，その後端は背部縦層筋層近くにまで達していた。そ

の貯精嚢は卵円形をしており，長径平均約0.46mm，短径

平均0.26mm，壁厚は平均37ｌｕｍであった。

各片節内部の筋層は良く発達しており，tegment直

下の皮質下縦走筋層の厚さは平均38ｑｕｍ，さらに実質

層内の輪状筋層の厚さは6ｑｕｍであった（Fig.５)。

虫卵は楕円形を呈しており，子宮内虫卵100個の大き

さは，長径61.2-79.Ｌｕ、（平均68.6,ｕｍ)，短径46.4-

56.6,uｍ（平均50.5,ｕｍ）であり，卵殻の厚さは１５－

２．５１(ｚｍであった(Fig.８)。卵殻表面の走査電子顕微鏡に

よる観察では，卵殻の長径方向で，先端の鈍な側に小蓋

があり，卵殻表面のほぼ全面に微小な点刻が認められた

(Ｆｉｇ．９)。

考察

Hilliard（1972)，前島ら（1983）の報告によると，

Ｄｉｐ/ｚｙＺＺｏｂｏｔ/ｚ７ｉｕｍＺａｔｕｍ，Ｄ・ｄｅ"d7iticum，Ｄ・

ursi，Ｄ・dit7emumなどの淡水性裂頭条虫の虫卵は表

面が比較的スムースで，ｐits（点刻）が見られないか見

られても浅く粗に分布しているのに対し，海洋性裂頭条

虫の虫卵は卵殻が厚く，また表面に多数の深い点刻が認

められるとしている。またＹａｍａｎｅｅｔａＬ（1986）の

記載によると，．〃i/zo"/caie7zseも虫卵表面に浅い点刻

が存在しているものの，その特徴は海洋性裂頭条虫の点

刻とは異なるとしている。今回我々が観察した裂頭条虫

の虫卵表面には，微小だが深い点刻が存在しており，海

洋性裂頭条虫の１種であると考えられる。

加茂ら（1982ａ）によれば，日本近海の海産哺乳類に

は，カメロン裂頭条虫（Ｄ・came7o7zi）フールマン裂

頭条虫（、ﾉｾﾙﾉZr、α""i）ゴンドウ裂頭条虫（D

gondo)，大卵裂頭条虫（Ｄ・macroouatum)，太平洋

裂頭条虫（ｎｐａｃ城cum）等の裂頭条虫が確認されて

いる。また，HatsushikaandShirouzu（1990）はシャ

チより得た裂頭条虫をDjp/MZo6ot/ｚｒｍｍｏ７ｃｍｉと

して新種記載している。

これら海洋性裂頭条虫の内，日本で人体寄生例が報告

されているものは，Ｄ・ｐａｃｊｉ/1icum（加茂ら，l982c；

真喜屋ら，１９８７；矢崎ら，1990），Ｄ・ｃａｍｅ７ｏｍ

（ＫａｍｏｅｔａＺ.，1981）がある。また，Ｄ・ノzia7zs

（ＫａｍｏｅｔａＬ，1988ａ)，Ｄ・scotjcum（Fukumoto

etaZ.，1988）の裂頭条虫は，日本近海の海産哺乳類か

らは確認されてないものの，人体寄生例が報告されてい

る。さらに加茂ら（1977）により「古賀・岡村型」海洋

性裂頭条虫と記載された条虫は，YamaneetaZ．（1981）

によりＤ・ｙｏ"αgoe"Ｓｃと新種記載され，その後も各地

からの報告が見られる（加茂ら，1982ｂ，1988ｂ；長谷

川ら，1984,1989；影井ら，1987；平井ら，1988)。しか

し，ＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1981）により報告されたり．

材料と方法

材料として持ち込まれた標本は，横浜中央病院で摘出

した約80cmのストロビラの内，ホルマリン固定された長

さ約15cmと10cmのもの２個であった。これらストロビラ

を肉眼観察した後，その一部を顕微鏡的観察のために，

型どうりにパラフィン包埋後，横断・縦断・矢状断の各

連続切片標本（厚さｌｑｕｍ，ヘマトキシリン・エオジン

染色）を作成した。虫卵の観察は，受胎片節の子宮内に

ある虫卵を採取し，その内の100個の長径，短径及び卵

殻の厚さを計測した。また走査電子顕微鏡用標本作成に

は，ホルマリン固定されているストロビラの一部と受胎

片節より採取した虫卵を，それぞれリン酸緩衝液で洗浄

した後，２％グルタールアルデヒドと１％オスミウム酸

で二重固定し，通常の方法により後処理を行い，白金パ

ラジウムで真空蒸着して，日立Ｓ４５０ＬＢ型走査電子顕

微鏡で観察した。

観察結果

摘出された裂頭状虫のストロビラ(Fig.1)の内，提供

されたストロビラは全て受胎片節で，各片節は幅長17-

22mm，最大厚2.4mmであった。各片節の縦径は1.0-1.3ｍｍ

であり，縦径：横径比は１：17-22と，各片節の縦径は

横径に比べ非常に短かった(Fig.２)｡片節の背腹体表に

は,両側野にそれぞれ７－９条の縦雛溝が認められ(Fig.

4)，片節後縁は鋸歯状を呈し，連続する次片節の前方を

やや覆っていた(Fig.3)。生殖口は片節前縁より約0.25

mm下方の腹面正中線上に開口しており子宮口はさらにそ

の約0.18mm下方に開口していた(Fig.3)。ただし，観察し

た251片節中23片節には，1片節中に２個の生殖器が有

り，これら複数の生殖器のある片節では生殖口は正中線

の左右にそれぞれが開口していた（Ｆｉｇ．６の一番上部の

片節)｡走査電子顕微鏡による観察では,生殖口周辺には，

これを取り囲むように無数の小乳頭がサンゴ状に配列し

ていた(Fig.７)。組織標本による内部形態の観察では，

子宮の走行は左右とも４－６ループを形成しており，各

ループ間はほぼ水平に側方に伸展し，５－７列の平行走

行をしており走行域の幅径は2.3-3.8mmであった。また

卵巣は，子宮後端に分布しその分布領域の幅径は3.0-

4.0mmであった。卵黄腺は長楕円形（平均約65×22Ium）

で子宮域を除く背腹皮層内に密に分布していた。一方，

精巣は楕円形を呈しており，片節両側野の髄層内に分布

し，大きさは平均0.16×0.10mmであった。切片標本に出

現する各片節の精巣数は，横断像で90-110個，矢状断

像で10-15個であった。陰茎嚢は長径平均0.77mm，短径

平均0.23mmの楕円形をしており，壁厚は平均22｣uｍあり，

腹面に対してほぼ垂直に矢状方向に位置していた。貯精

嚢は，陰茎嚢の背面に位置し，同軸上にほぼ水平に接続
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yo7zagoe"Ｓｃとは虫卵の大きさが違う症例もあり，今後

さらに詳細な検討が必要と考えられる。また，Ｋａｍｏ

ｅｔａＬ（1986）は２例の未知種についても報告している。

このように，現在まで種名を決定されたもの６種と２種

の未知種の海洋性裂頭条虫の人体寄生例が，わが国で報

告されている（影井，1989)。

本来は海産哺乳類の寄生虫である裂頭条虫が，偶然に

人体に寄生したと考えられる本症例のような場合，どの

ような基準で種の同定を進めるかについては非常に難し

い問題を多く含んでいる。即ち，海産哺乳類での発育と

人体内での発育が同じであるのか，あるいは発育期間に

差が生じるのか否か等の問題が含まれている。今回,我々

は，種の同定を試みるにあたり，もし回収された条虫虫

体から虫卵を採取出来るのであれば，好適終宿主と人と

の間で虫体の発育などに違いがあったとしても，発育虫

卵の形態（表面形態や，虫卵の大きさ）は種の同定に有

用であるとするAndersenandHalvorsen（1978）や

前嶋ら（1991）の考えに従い，検討を行った。勿論，同

一虫体内であっても虫卵の採取される片節の部位により

虫卵の大きさに差があったり，宿主内での発育期間によ

り虫卵の大きさに差があったりするために，虫卵の大き

さの平均値に差のあることが多く報告されており

(AndersenandHalvorsen，１９７８；前嶋ら，1991)，同

定に当たり考慮することが必要である。しかし，同時に

前嶋ら（1991）は日本海裂頭条虫の虫卵の縦径，横径の

最大・最小値を考慮すると，諸条件が異なった場合でも

同種の虫卵の大きさの範囲はオーバーラップして存在し

ており，虫卵による同定の有用性を指摘している。

現在までに報告されている海洋性裂頭条虫について，

それぞれの虫卵の長径と短径の大きさをFig.１０に表示し

た｡尚,同種で複数例報告されているものでは,その中の最

大・最小の縦径・横径を記載した。また，加茂ら（1977）

により「古賀・岡村型」海洋性裂頭条虫として報告され，

その後，山根ら（ＹａｍａｎｅｅｔａＺ.，１９８１；加茂ら，

l982b）により，．ｙo"αgoe7zseと新種記載されたもの

の内，ＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1981）の症例と長谷川ら（1984,

1988）や平井ら（1988）の症例では虫卵の大きさに違い

があることより，各々を(1)と(2)に区別して図示した。

本症例の虫卵の長径と短径は，それぞれ61.2-79.1

〃ｍと46.4-56.0,ｕｍの大きさであり,Fig.１０上で斜線で

示した。この虫卵の大きさは，Ｄ・eZega7zs，，./Biα"s，

Ｄ・ｃａｍｅ７ｏｍ，ＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1981）の報告したＤ・

yO7ZagOe"Ｓｃ等の虫卵よりは，あきらかに大きく，また

Ｄ・macroouatumの虫卵よりは小さいことより，これ

ら５種の裂頭条虫の可能性は否定された。また，Ｄ・

pac城cum,ncordatum,DtpZogo"oporusMeno-

pteraeは本症例に比較的似通った大きさであるとはい

え，何れも本症例の虫卵の長径と短径の一方のみの大き

さしか満たしておらず，これらの可能性も否定される。

したがって，Dip/MZo6ot/z（ｕｍ/Ｍｒｍａｍｚｉ，Ｄ・

go"do，Ｄ・scoticum，長谷川ら（1984,1988）の報告

したり．ｙo〃αgoe"Ｓｃ，Ｄ・ｓｔｅｍｍａｃｅｐｈａＺｕｍ，Ｄ、

o7cintの６種の内のいずれか，あるいは新種が考えら

れる。

つぎに，各片節の縦横比について検討した。一般的に

条虫では片節の縦横比は成熟片節であっても，頭節に近

い部位と末端では大きく異なっていることは良く知られ

ている。また，片節の末端部の一部が離断排泄されてい

ることより，どの位置を末端とするかについても決定す

ることは困難である。まして，本症例のように片節の一

部のみが採取された症例にあっては，その片節の位置を
△

知ることは不可能である。しかし，現在までに全虫体を

回収された例では，いずれも成熟片節起始部を含め末端

部まで各所の縦横比が記載されている。条虫片節の発育

過程で，横への発育が，縦の発育よりも顕著であること

は一般には考え難く，従って，同一条虫の成熟片節の一

部の縦横比が，これら記載比よりも大きくなる可能性は

考えられない。これらを考慮して，本症例の縦横比（１：

17-22）を，可能性ある５種のそれぞれの縦横比と比較

してみると，、/Ｍ７ｍα""ｉ（ｌ：１－１０)，、ｇｏ几ｄｏ

（１：４－９)，Ｄ・scoticum（ｌ：1-1.5)，Ｄ・ｓｔｅｍｍａ－

ｃｅｐｈａＺｕｍ（l：１－２)，Ｄ・ｙｏ"αgoe"Ｓｃ（１：４－１０）

Specimenofdiphyllobothriidcestode

Maturesegments

Sagittalsectionenlarged，showinguterineporeandmodifiedofterminaluterus.（scalebar＝0.5ｍｍ）
Crosssectionoflowmagnificance(scalebar＝２ｍｍ）

Crosssectionofhighmagnificance(scalebar＝0.5ｍｍ）

Horizontalsection(scalebar＝５０解、）

GenitalpapillaeandcirrusopeninｇｏｆｇｒａｖｉｄｓｅｇｍｅｎｔｂｙＳＥＭ(scalebar＝100匹、）

Egg(scalebar=ｌｑｕｍ)

EggshellsurfacebySEM(scalebar＝平、）

Ｆｉｇ．１

Fig.２

Fig.３

Fig.４

Ｆｉｇ．５

Ｆｉｇ．６

Ｆｉｇ．７

Ｆｉｇ．８

Ｆｉｇ．９

ＡｂｂｒｅｖｉａｔｉｏｎｉｎＰｈｏｔｏｓ

Ｃ：cirrus，ＣＯ：cirrusopening，Ｃｓ：cirrussac，Ｇｐ：genitalpapillae，Ｌｍ：longitudinalmusclelayer，Ｏ：ovary，
S:seminalvesicle,Ｔ:testis,Ｔｅ:tegment,Ｔｍ:transversemusclelayer,Ｕ:uterus,Ｕｏ:uterineopening,Ｖｇ:vitellinegland
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Ｆｉｇ．１０Comparisonofeggsizerangeofdiphyllobothriid
cestodes

Thenumberoｎｔｈｅｌｏｗｅｒｒｉｇｈｔｐｏｒｔｉｏｎｉｎｅａｃｈ

ｓｑｕareshowsthefcIlowingcestode，

１：Djph)ﾉ"Obor肋""ＩＣﾉCgα"s(reportedbyRaush，

1969）

２：Ｄ・ﾊﾉα"ｓ(reportedbyRaush，1969）

３：Ｄ・camero"爪reportedbyRaush，１９６９ａｎｄ

ＫａｍｏｅｒａＬ，1982a）

４：Ｄ・go"ｄｏ(reportedbyYamaguti，1942）

５：Ｄｊｐ/ogo"Opo'ｗｓｂ此"Opreme（reportedby

Yamaguti，1942）

６：DjPhyﾉﾉoborﾉjrj"、〃んr、α""ノ（reportedby

YazakieraL，１９８２）

７：、.pαc腕c"'７１(reportedbyKamoerα/､,1982a，

Maejimaemﾉ.,１９８３andMakiyaerα/､,1987）

８：ＤＪ'o"αgoe"Ｓｃ(1)(reportedbyYamaneerα/､，

1981）

９：Ｄ､scorjc"腕（reportedbyFukumotoetα1.,

1988）

１０：、.yo"αgoe"ＳＦ(2)(reportedbyHasegawaerα/､，

1984,1989,ａｎｄＨｉｒａｉｅｍ/､，1988）

１１：Djp/zy"oboWj"ｍｏｒｃｊ"ノ（reportedbyHat‐

sushikaandSchirouzu，1990）

１２：Ｄ・ＣＯ〃α/"、(reportedbyKamoeraﾉ.，1982a）

１３：Ｄ､macroowJr"、（ｒｅｐｏｒｔｅｄｂｙＫａｍｏｅｔａﾉ.，

1982a）

１４：Ｄ・ｓｒｅｍｍａｃ巳ｐｈａﾉ"、(reportedbyKamoerα/､，

1982a）

1００

9０

8０

０７

（
Ｅ
。
）

０
０

６
５

工
桿
Ｃ
ｚ
山
］

」
4０

０
ＤＩＭｌ

W1DTH（似、）

上に現れる精巣の数もほぼ一致する。虫卵の大きさも，

Ｄ・ｏ７ｃｍｉでは62.7-71.0×４６．８－５１．９１ｕｍ（平均

６６９×502,ｕｍ)，卵殻の厚さ1.2-2.5,ｕｍ（平均Ｌ９

Ｉｕｍ）であるのに対して，本症例の虫卵は61.2-79.1×

464-566〃、（平均68.6×50.5ｌｕｍ)，虫殻の厚さ1.5-

2.5ｕｍで，本症例の虫卵の大きさにバラツキの幅がや

や大きいものの，ほぼ一致した形態を示している。また，

走査電子顕微鏡でも，虫卵表面の点刻の性状，分布密度

は酷似していた。しかしＤ・ｏｒｃｍｉの片節の最大幅１７

mm，厚さ1.23-1.75mｍ（平均1.5mm）は本条虫に比しやや

小さく，切片標本の縦走筋層，輪状筋層の厚さにも違い

が認められるが，これは標本の固定時の収縮状況により

差が生じたのか，あるいは好適終宿主と考えられるシャ

チにみられた初鹿らの標本虫体と，本症例のように偶然

に人体寄生したと考えられる虫体の違いによるのかもし

れない。両者を比較して異なる点は，，．ｏγC〃では，

一片節に－組の生殖器の存在する片節のみ記載されてい

るのに対して，本条虫では観察した251片節中23片節に

2組の生殖器が認められたことである。しかし，広節裂

頭条虫の片節でも，－組の生殖器以外にも，２－３組の生

'よ何れも縦径に対し横径が短く，これら５種は否定され

る。Ｄ・ｏ７ｃｍｉ（ｌ：18-25）のみが本症例と同種の可

能性が残る。

HatsushikaandShirouzu（1990）の記載によるＤ・

o7cmZと本条虫を詳細に比較してみると，受胎片節の

縦径：横径は最少でもｌ：１６，平均ｌ：２２と本条虫（１：

17-22）に良く一致する。また加茂（1978）の指摘によ

ると，条虫の同定で重要なポイントの一つは，生殖器の

位置と，その大きさである。初鹿らの記載例と本症例の

生殖器を比較すると，生殖孔の周囲に無数の乳頭がサン

ゴ状に存在する点，生殖孔の開口部がＤ・ｏ７ｃｍＺでは

片節前縁より0.3mmに対して本条虫では0.25mmと極似し

ている。また子宮ルーフ・数，子宮の伸展方向，子宮ルー

プの先端部が肥大しないなどの点も一致する。陰茎嚢は

殆ど傾斜せず，貯精嚢は陰茎嚢の背面にほぼ水平に接続

する。また，陰茎嚢はＤ、ｏｒｃｍｊでは０７×0.25mm，壁

の厚さ19〃ｍに対し本条虫は0.77×０２３mm，壁の厚さ

22.Ｌｕｍ，また貯精嚢はＤ・o7c伽は0.5×0.3mm，壁の

厚さ３７ノリｍに対し，本症例は0.46×0.26mm，壁の厚さ

37.21ｕｍと非常に似通っている。横断切片，矢状断切片
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殖器を持つ片節の混在している場合が多いことを古賀・

岩田（1976）は指摘しており，一部片節に複数個の生殖

器が認められたことのみで，種の異同を決定することは

出来ないと考えられる。

以上のように，今回観察した条虫は，受胎片節のみで

あったが各部位の計測値や虫卵の形態を，現在までに報

告された各種の裂頭条虫と比較した結果，Hatsushika

andSchirouzu（1990）により報告された，シャチか

ら回収されたり、ｏ７ｃｍｔと最も良く一致していた。

患者の説明では，白身の魚のみを生食するとのことで

あるが，特定の魚種の刺身のみを食べているのではない

ため，感染源の特定は出来なかった。日本人のように，

海産及び淡水産の魚類を刺身として生食することを好む

食習慣を持つ民族では，ヒトを終宿主とする寄生虫の感

染が魚類により起きることは勿論，本来海産哺乳類を終

宿主としてライフサイクルを営む寄生虫が偶然にヒトに

感染する可能性もある事を本症例は示しており，今後と

も海産哺乳動物を終宿主とする，裂頭条虫を含む各種の

寄生虫に関する研究の必要性を示唆している。また，本

来の終宿主でみられる寄生虫の形態と，偶然に感染した

と考えられる人感染例の寄生虫の形態的差異についても

検討することが種を同定する上で必要と考えられる。
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THE FIRST RECORD OF HUMAN INFECTION WITH

DIPHYLLOBOTHRIUM ORCINI HATSUSHIKA AND SHIROUZU, 1990

MASATOSHI NAKAZAWA, TERUAKI AMANO AND TOMOO OSHIMA

Department of Parasitology, Yokohama City University School of Medicine,

Fukuura 3-9, Kanazawa-ku, Yokohama, 236 Japan.

A diphyllobothriid strobila lacking the scolex was pulled out from the anus of a 39-year-old male Japanese

at Yokohama Central Hospital in Yokohama City, on March, 1988. It was about 80 cm in length and

consisted from gravid proglottids. The morphological characteristics of the specimen and eggs were as follows:

(1) length/width ratio of segments was between 1:17 and 1:22, (2) the maximum width of the segments was

22 mm, (3) the numerous small papillae surrounded the genital pore, (4) the uterus extended quite parallel

to each side with 4 to 6 loops, (5) elongated cirrus sac connected with seminal vesicle horizontally, (6) eggs

were ovoid with operculum and without apical knob, measuring 61.2-79.1 /am (av. 68.6//m)x 46.4-56.6/um

(av. 50.5 //m), (7) numerous deep pits were found on the surface of egg.

The cestode agreed closely with Diphyllobothrium orcini (Hatsushika and Shirouzu, 1990) in most

morphological details.




